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1. ご挨拶                                                                     
 担当：羽井佐 実 （正会員 川崎医科大学総合医療センタ―） 

 

NPO 救命おかやまの会員の皆様、今回ご挨拶をさせていただきます羽井佐です。 

私が標準化された救急蘇生の存在を知ったのは 2001 年です。当時、岡山大学救急医学講座に 

所属していた林峰栄先生が岡山大学第一外科で病棟医長をしていた私にガイドライン 2000 の 

存在とそれに基づく蘇生の重要性を医局に伝えたいと講義の話を持ってきてくれたことが最初で 

した。2002 年に岡山市民病院に異動して救急外来や院内急変の状況を知り、真っ先に林先生と 

氏家先生のお顔を思い出して、岡山市民病院でも林先生に講義（職員に標準化された蘇生法の存在を知ってもらうきっ 

かけとして）をしていただきました。ほどなくして少数の院内のスタッフと共に、始まって間もない ACLS 岡山のコース 

を受講し、一緒に受講していた矢敷朝代さん（現えたに耳鼻咽喉科クリニック）に引っ張られるようにして ICLS コースを 

中心に ACLS 岡山、そして NPO 救命おかやまの活動に参加させていただきました。NPO 救命おかやま会員の皆様には 

ICLS コースを通じて知り合いにならせていただいた方がほとんどで、会員の多くの方が ICLS 以外の様々な活動にも関わ 

っておられることは、本当に頭の下がる思いです。 

もともとは院内急変時の対応の充実を目標に参加させていただき、院内での普及活動を継続することと自分自身の知識、

技術、気持ちを保つことを目的として続けてきましたが、コースで出会った方々と救急現場や教育の場をはじめとする色々

なところでお会いできることは大きな喜びであり、続けてきてよかったと思います。 

これまで AED の普及とともに目撃された心停止の社会復帰率向上が検証されてきました。また、おかやまマラソンでの

救命例は会員である私たちにとっても“大切な出来事“であったのではないでしょうか。しかし、その一方で、ICLS コー

ス受講を勧めることが本当にそれぞれの施設で医療安全上の意義を発揮しているのかという根源的な疑問にもさらされて

います。これからも“コース”という形でご一緒した皆さんに、気持ちを高め、行動を継続していただくにはどうしたら

良いかを命題として活動を続けていけたらと思っています。いつまでも“土俵に上がれる自分”を目指して頑張りたいと

思いますので、今後とも宜しくお願いいたします。 

 
 

２. ご報告 
理事長：氏家良人(岡山大学名誉教授)) 

   ◆2017年度第3回理事会のご報告   
平成29年12月12日 於：岡山プラザホテル2F「花葉１」 

2017年12月12日に2017年度第3回目の理事会を開催いたしました。議題は、会員数報告、今年度11月までの活動

状況報告、今後の活動予定、また、６月～10月までの会計報告がなされました。会員数は正会員54名、活動会員411

名、賛助会員は、団体会員26団体で（2017/12/7現在）、我々の活動を支えてくれています。会計もこれまでのとこ

ろ健全会計で経過しております。 

 

◆第１２回市民のための救命講習会及び2017おかやまマラソンのご報告  

平成29年11月11日（土）・１１月１２日（日）於：ジップアリーナ 

岡山県医師会との共催による２０17年度市民のための講習会は、おかやまマラソン前日の11月11日(土)午後に、 

おかやまマラソン協働事業として開催されました。受講者は118名、インスト・スタッフ・タスクは合計29名で、従来 

の市民のための講習会に、マラソン協働事業という、さらに意義深い講習会になりました。 

昨年に引き続き、例年参加くださる山下貴司代議士、岡山シーガルズの方々、秦建設の皆様ほか、マラソンランナー・ 

関係者の皆様、またミャンマーの医師も参加し、合計150名の方々が集った、明るく楽しい救命講習会となりました。 

尚、講習会を受講したマラソンランナーは希望すれば救命処置を行うことができるステッカーを張ることができ、数名 

の方がそのステッカーを貼り、当日走られました。 

今年は２名のCPAのランナーを、救護班、AED班他多くの方々の協力により救命することができました。NPO 

の会員総勢131名（統括・統括補佐4名、待機班77名、自転車班25名、フィニッシュ班25名）が、AED班として救

命にお手伝いできたことは誇らしいことです。皆様の毎年の変わらぬご協力のおかげです。 

 



【第１２回市民のための救命講習会】 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2017 おかやまマラソン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



➊自転車ＡＥＤ班 17:30～15:00

➋待機ＡＥＤ班  申込締切
➌フィニッシュＡＥＤ班 ●2018（平成30）年6月29日（金） 必着

　※活動場所によって異なります。 　　※定員になり次第締め切ります。

 申込方法
➊自転車ＡＥＤ班 ●郵送 ／ ＦＡＸ ／ Ｅ-mail のいずれか

➋待機ＡＥＤ班 ※申込書に必要事項を記入の上、下記宛に送付してください。

➌フィニッシュＡＥＤ班 ※Excelファイルでの記入をご希望の際は、下記メールアドレス

　 までご連絡下さい。

 活動内容
➊自転車ＡＥＤ班

 　ＡＥＤを所持し、自転車でコース上を一定のペースで走行し、

 　傷病者の早期発見、初期対応

 　重症者の応急対応、一次救命処置 など

 注意事項
➋待機ＡＥＤ班

 　ＡＥＤを所持し、コース上の配置ポイントにて待機し、通過 ●活動場所については、NPO救命おかやま事務局と相談の上、

 　ランナーの状態を観察 　 決定しますので、ご了承ください。

 　傷病者の早期発見、初期対応 ●活動は長時間にわたり、 立ったままでの活動が主となります

 　重症者の応急対応、一次救命処置 など 　 のであらかじめご了承ください。

●ご登録の住所宛に救護活動に関するご案内を送付しますの

➌フィニッシュＡＥＤ班 　 で、 住所および連絡先等は正確にご記入ください。郵便番号、

 　ＡＥＤを所持し、フィニッシュ会場の各地点にて待機し、 　 建物名、 部屋番号 等の記入漏れや不備がないようご確認

 　ランナーを観察 　 の上、お申込みください。

 　緊急時の一次救命処置 ●急きょ、参加できなくなった場合は、速やかにおかやまマラソン

 　傷病者を救護所へ搬送 など 　 事務局までご連絡ください。

　　種　　  目： マラソン,  ファンラン （5.6km）

　　制限時間： マラソン   　6時間（※41.6km地点）

　　主　　  催： おかやまマラソン実行委員会 　　制限時間： ファンラン   1時間（※5.0km地点）

　　  主　  管： 一般財団法人岡山陸上競技協会 　　定　　  員： マラソン　　 15,000人　 

　　主　　  管： 一般財団法人岡山陸上競技協会 　　制限時間： ファンラン     1,300人

　7:45～15:00

 活動時間（予定）

 募集定員

●ＱＵＯカード（交通費・食事代相当）

※活動日に欠席された場合は、支給物品を返却していただき

10:00～16:45

ＡＥＤ班募集要項

※食事等の支給はありません。

 募集イベント
●おかやまマラソン2018 

 活動日
●2018（平成30）年11月11日（日）

 支給物品（予定）
●スタッフウェア・キャップ

●記念品

   ます。（返却送料は各自負担）

　　24 人

　　76 人

　　26 人

 　ランナーの状態を観察

●申込みは先着順とし、募集定員になり次第、締め切ります。

おかやまマラソン2018 大会概要

　　開催日時： 2018（平成30）年11月11日（日）

                     8:45 ／ マラソン・ファンラン スタート

〒700-8570

岡山市北区内山下2-5-7 丸の内会館4F

おかやまマラソン実行委員会事務局競技運営課 宛

ＦＡＸ ： （０８６） ２２４－１５７０

E-mail ： info@OkayamaMarathon.jp

募集申込先： 〒700-8570  岡山市北区内山下 2-5-7 丸の内会館 4F   

おかやまマラソン実行委員会事務局 競技運営課 宛 

            ＦＡＸ ： （０８６） ２２４－１５７０  E-mail ： info@OkayamaMarathon.jp 

3．ご案内 
 

■第13回定時総会、２０18講演会・報告会、懇親会のご案内 
 

2018年の講演会は、応急手当にスポットを当ててご講演をいただくことになりました。 

また、報告では会員が学生への救命講習についてお話をいただきます。 

NPO救命おかやまは今年で14年目を迎え、第13回の２０18定例総会および講演会、懇親会の開催を下記のように 

予定いたしております。 

ぜひ会員の皆様におかれましてはお時間を作ってご参加くださいますようお願いいたします。 
 

【日程】 2018年7月21土) 

【場所】  岡山プラザホテル「鶴鳴の間」  

〒703-8256 岡山県岡山市中区浜2-3-12 TEL: 086-272-1201 
        

◇定時総会      17：00-17：30 
 

◇講演会・報告会  17：30-19：00 
 
特別講演 

「妊産婦死亡を減らす大阪の試み 〜防ぎ得る周産期の死亡撲滅のために〜」 

講師 荻田和秀（りんくう総合医療センター 産婦人科部長） 

     ※周産期医療をテーマにした漫画「コウノドリ」のモデルの産科医 
 

報告会 「おかやまマラソンCPA救命の報告」 
 

◇懇親会 19：00～  

【懇親会会費2, 000円】 

⇒懇親会のお申し込みは、HP（トップページ）より申込みフォームをご利用お願いいたします。 

※正会員の方は、お返事が必須となっております。申込みフォームから総会出欠のお返事を 

7/10 までによろしくお願い致します。 

 

■おかやまマラソン（201８.11.11）AED 班スタッフ募集 
 

    2018年11月11日（日）に、 

『おかやまマラソン2018』が開催されます。 

2015年から３年間おかやまマラソンでは多くのNPO 

会員の方々のお力添えをいただきまして無事に終了いた 

しましたことを心より御礼申し上げます。 

今年もAED班スタッフ１２６名の募集依頼がおかやま 

マラソン事務局から来ております。3回の運営を踏まえ 

て更にスタッフが気持ちよく参加できるよう改善が進ん 

でいるようです。 

つきましては、今年も是非皆様AED班スタッフとして 

参加いただきますようよろしくお願いいたします。昨年 

CPA２名の救命ができましたが、今年も一人の命も落と 

すことなく、救命が必要な場合は心肺蘇生をして、NPO 

のスタッフのお力添えで、2018おかやまマラソンを 

楽しく無事成功させましょう！ 

お申込につきましては、NPOのHP事務局からのお知 

らせより、「おかやまマラソン2018AED班スタッフ募 

集要項」をご覧いただきました上で、募集要項の中のエ 

クセルシート「申込書」よりご希望のAED班の申込書を 

選び記入し、お申込みをお願いいたします。 

尚、募集先はおかやまマラソン事務局に直接お申し込 

みを頂くようになっております。募集先を間違えないよ 

うご留意下さい。 

 

 

 

 

 



4．事務局からのご案内 
 
■NPO 救命おかやま 第 13 回市民のための救命講習会のお知らせ 

2018年も「市民のための救命講習会」をおかやまマラソン協働事業として下記のように行います。  

インストの募集は会員メールにてご案内を致しますので、是非予定をあけてインストとしてご協力お願いたします。  

なお、受講募集は８月１日からを予定しております。ご案内のパンフレットを同封いたしますので、皆様からもお知り合いの方々に 

受講のご案内をよろしくお願いいたします。  

【日時】２０18年11月10日（土）14:00-15:30（受付13:30より） 【場所】ジップアリーナ岡山『サブアリーナ』  

【受講定員】150 名  

❤会費請求(ご案内) 
NPOの年度の始まりは６月となっております。新しい年度（平成30年度）になりましたので、会費請求ご案内と青色の会費請求 

用振込用紙を同封いたしております。会費請求と寄付のお振込み用紙を間違えないようにご確認いただき、会費のお支払いをよろし 

お願い致します。★今年度の会費を納入いただきますと、翌年度のボランティア保険に事務局から加入手続き致します。★ 

★年度は６月から翌年５月が１年度となりますので、お支払された月にはご留意ください。★ 

なお、NPO救命おかやまの定款により、3年間会費を滞納した会員は自然退会となり、メーリングリストからのメール削除および 

会報の発送は行われなくなりますのでご留意ください。 

※お振込み先の振替口座は、銀行からの振込も可能です。 

銀行振込を希望の方は、会員番号とお名前を記入の上お振込みをお願い致します。 

【会員用郵便振替口座】口座番号：０１３１０－８－９５９４３  

口座名義人：ＮＰＯ救命おかやま(ｴﾇﾋﾟｰｵｰｷｭｳﾒｲｵｶﾔﾏ) 

【会員用銀行振込】※会費用銀行口座         

ゆうちょ銀行 一三九(ｲﾁｻﾝｷｭｳ）店 当座 口座番号００９５９４３   

口座名義人 特定非営利活動法人ＮＰＯ救命おかやま (ﾄｸﾃｲﾋｴｲﾘｶﾂﾄﾞｳﾎｳｼﾞﾝｴﾇﾋﾟｰｵｰ ｷｭｳﾒｲｵｶﾔﾏ)  

※会費についてのお問合わせは、事務局までメール（kyumeiok@md.okayama-u.ac.jp）にてご連絡ください。  

❤ボランティア保険の加入に関して 
会員の皆様には、ボランティア保険（A ﾀｲﾌﾟ）に今年度も会員の加入手続きを行います。こちらの保険加入条件は前年度の会費を年度 

末までにお支払していただいた会員の方が対象で、費用は会費に含まれます。 

★ＮＰＯの年度は６月から翌年５月までですので、お振込いただいた月を留意ください。★ 

不明な点がございましたら、事務局までメール（kyumeiok@md.okayama-u.ac.jp）にてお問い合わせください。  

◆住所・勤務先の変更について 
住所・勤務先、メールアドレス等の変更はお早めに随時事務局までメール・FAXにてご連絡ください。 

※お振込み用紙記載の勤務先や連絡先住所･TEL等に変更がある場合は、変更記入の上、入金手続きをお願いします。  

◆入会のご案内 
NPO救命おかやまでは現在会員を募集いたしております。NPOの活動にご興味のある方のご紹介をお願いいたします。お申し込みは、 

HPの入会の項目よりお申し込みフォームにてお申し込みください。 

尚、HPにて申込入力後、またはコース開催時の入会申込用紙提出後、入金がまだの方は会員の手続きは未登録の状態ですので、早めの 

入金をお願いいたします。  

◆寄付金募集のご案内 
ＮＰＯ救命おかやまでは現在寄付を広く募集いたしております。NPO救命おかやまの活動をさらなる充実のため、心肺蘇生の輪を広げ 

るこの活動にご賛同いただき寄付金のお申込みいただけます場合は、同封の赤色の振込用紙(寄付用)よりお申し込みをお願いいたします。 

また、NPO救命おかやまの活動にご賛同いただける方が周りにいらっしゃいましたら何卒ご紹介の程よろしくお願いいたします。 

尚、NPO救命おかやまは特定非営利活動法人ですので、寄附に伴う税制上の優遇措置はありません。 

※この度寄付専用の振替口座も新たに開設しましたので、振替用紙を同封いたしております。どうぞご利用ください。 

（振替用紙を間違えないようにお願いいたします。） 

【寄付用郵便振替口座】口座番号：０１３００－９－１０４７８６  

口座名義人：ＮＰＯ救命おかやま(ｴﾇﾋﾟｰｵｰｷｭｳﾒｲｵｶﾔﾏ) 

【寄付用銀行振込口座】ゆうちょ銀行一三九(ｲﾁｻﾝｷｭｳ）店当座口座番号０１０４７８６ 

口座名義人：特定非営利活動法人ＮＰＯ救命おかやま(ﾄｸﾃｲﾋｴｲﾘｶﾂﾄﾞｳﾎｳｼﾞﾝｴﾇﾋﾟｰｵｰｷｭｳﾒｲｵｶﾔﾏ)   
◆事務局事務の採用について 

現在事務局の事務員として、小倉茂樹さんにお手伝いをいただいております。NPOの鹿田事務所で週2日程度勤務いただいており、事務局事務をお任せ

いたしておりますのでよろしくお願い致します。尚、毎日の勤務ではありませんが、事務局として皆様の活動がスムーズに進みますようお手伝いをして

まいりたいと思っておりますので、今後もご協力の程よろしくお願い致します。 (事務局長 岡本記)  
小倉茂樹と申します。昨年 11 月から NPO 救命おかやまの事務局事務員としてお世話になっています。リタイヤ以来、 

家事をし本を読み山を歩き家族のこと思う清貧自適な年金生活者として佳く生きることが出来たなら･･･と暮らしていま 

したところ、図らずも氏家先生から声をかけていただき、社会とのつながりを考える生活に返らせていただきました。 

「救命」の名のもと集合された皆様の活動にお役に立つことが出来るのか自問の毎日でございますが、皆様のご協力をいた 

だき日々努めて参りたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

     

 
 

【発行元】  特定非営利活動法人 ＮＰＯ救命おかやま  事務局 
 

〒700-0914 岡山市北区鹿田町１－７－１０    E-mail : kyumeiok@md.okayama-u.ac.jp 

               電話＆FAX : ０８６－226-3999     HP アドレス : http://npo-ok.umin.jp 

mailto:kyumeiok@md.okayama-u.ac.jp）にてご連
http://npo-ok.umin.jp/

